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「

競輪の補助金を受 けて実施 した ものです事業は







序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たす もの と期待 されてい

る。今後、データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形成が

期待 される。さらに海外に対 して提供可能なデータベースの整備 は、国際的な情報化へ

の貢献および自由な情報流通の確保の観点か らも必要である。 しかしながら、現在わが

国で流通 しているデータベースの中でわが国独自の ものは1/3に す ぎないのが現状であ

り、わが国デ ータベースサービスひいてはバ ランスある情報産業の健全 な発展を図るた

めには、わが国独 自のデータベースの構築およびデータベース関連技術の研究開発を強

力に促進 し、データベースの拡充を図る必要がある。

このような要請 に応 えるため、(財)デ ータベ ース振興 センターで は 日本 自転車振興

会か ら機械工業振興資金の交付 を受けて、データベースの構築お よび技術開発 について

民間企業、団体等 に対 して委託事業 を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済

的、国際的に重要で、また地域および産業の発展の促進に寄与すると考えられているデ

ータベースの構築 とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化な

どに関係 したソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成されるデータベース構築 ・

技術開発促進委員会(委 員長 前 山梨学 院大学教授 蓼 沼良一氏)を 設置 してい る。

この 「イ ンハ ウスデータベース用CGI作 成 の調査研究」 は平成7年 度 のデー タベ ース

の構 築促 進 お よび技術開発促進事業 として、当財団が日本電子計算株式会社 に対 して委

託実施 した課題の一つである。この成果が、デー タベースに興味をお持ちの方々や諸分

野の皆様方のお役 に立てば幸いである。

なお、平成7年 度デ 「 タベ ースの構築促進 お よび技術開発促進事業で実施 した課題は

次表の とお りである。

平成8年3月

財 団法 人 デ ー タベ ース 振 興 セ ン ター



平成7年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名

1法 的デー タベ ースにお ける多分野 デー タベ ースの統

合一体 的管理 とオフ ・オンライ ンの融合化 に関する

社 会 調査 、研究

2新 聞記事分類キーワー ドの標準モデル構築 と自動

与に関する調査研究

3パ ソコンを用 いた地 図デー タベ ースの基礎構築

4景 観 シミュ レー ション用樹木 のデー タベ ース構築

5包 装機械 デー タベ ースの構築

中小企業振興 6新 規事業創出支援のためのデータベース構築に向

地域活性化 た基礎調査

7高 効率化先進材料 フ ァク トデー タベースのパ ッケ
' －A

ジ化

8阪 神 ・淡路大 震災の情報 デジ タル ・アー カイブ

9Mosaicの 利 用 に よ る マ ル チ メデ ィア デ ー タ

一ス検索 システムの構築

10大 規模データベースにおける構造化情報抽出方式

技 術 調査

11モ ーパ イルデー タベ ース システム に関す る調査研

12情 報 収 集 ロボ ッ トに よるInternetで のWWW所 在

索 デー タベースの構 築

13イ ンハ ウスデー タベース用CGI作 成 の調査研究
一

一
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1.調 査研 究 の 目的

イ ンターネ ッ トの普及にともないWWWサ ーバ(Webサ ーバ)に よる情報提供 は急

速 に進 んでお り、企業のみならず行政機関を含む公的機関 も、従来の紙による情報提供

からインターネッ トでの情報提供 を積極的に行っている。

ネッ トワークを使用することで、多様で最新の情報を迅速にかつ低 コス トで多数のユ

ーザに対 してサービスが可能なことか ら、新 しい情報提供手段の一つ としてあげられ、

さらに静止画像、動画や音声等のネッ トワークでは高コス トで しか も困難であったマル

チメディア対応 も可能 となっている。

またこの機能 を利用 して、最近ではイン トラネッ トと呼ばれる社内LANで のWeb

サーバ を利用 した組織 内 向け情報 サービスが盛んとなり、一層の情報提供機能の拡充に

拍車 をかけている。

これらのWebサ ーバ を利用 したサ ー ビス では、提供されるデータはHTMLエ デ ィタ

等 によ り容易 に作 成で き、 また階層的な構造 を持つ ファイルの リンクよる他の情報のア

クセスやURLに よる他の情報源へ の到達が可能 とな り、さらに、 これらの検索 ・情報 を

表示す るソフ トウエアであるブラウザは、操作が簡単で標準化がなされていることから、

初心者でも容易に利用することができる。

しかしなが ら、Webサ ーバ での情報提供が進 むにつれ、従来の表層的なHTML形 式

によるデータのみな らず、大量 のデータの提供や、これ らのデータをユーザが指定 した

キーワー ドで検索可能 とする機能が必要 となってきた。また、組織内では共有するデー

タをデータベース化 していることが多 く、これらのデータを容易に、他の部門や外部へ

提供する傾向が強 くなってきた。

そ こ で、 本 調 査 研 究 で は、 既 に構 築 済 み の デ ー タベ ー ス の デ ー タ を利 用 し、 これ らの

デ ー タフ ァ イ ル とWebサ ーバ 間 にCGI(CommonGatewayInterface)を 組 み込 み 、容

易 に イ ンハ ウス デ ー タベ ース の 内容 をサ ーバ で 可 能 とす る機 能 を調 査 研 究 し、 そ の実 現

を図 る と と もに 、 この 成 果 を直 ぐに応 用 で きる こ とを実 証 す る た め、 働 デ ー タベ ース 振

興 セ ン タ ーで 作 成 して い る 「デ ー タベ ース 台 帳 総 覧 」等 の デ ー タ を使 用 して 、 イ ンハ ウ

ス デ ー タベ ース の利 用 普 及 を促 進 す る こ と と した 。
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2.実 験 シス テムの概要

2.1設 計 方針

調査研究の実施にあた り、作成 される実験システムの設計方針 を以下の ように定めた。

(1)Webサ ・一・一・バ の 構 成

一 般 的 な検 索 機 能 を有 す るWebサ ーバ で は 、 下 図 の よう にHTTPサ ーバ ・ソ フ ト

ウエ ア に付 属 して 、CGI、 デ ー タベ ー ス ・ソ フ トウエ ア とCGIと の 連 携 を図 るゲ ー

トウェ イ ・ソ フ トウエ アが あ り、 さ らにそ の ゲ ー トウェ イ ・ソ フ トウエ ア に デ ー タベ ー

ス ・ソ フ トウエ ア(検 索 、表 示 、更 新)が 接 続 され て い る。

Webブ ラ ウザ

イ ン タ ー ネ ッ ト



こ れ らの ゲ ー トウェ イ ・ソ フ トウエ ア とデ ー タベ ース ・ソ フ トウエ ア は高 価 で あ る と

と もに 、 そ れ ぞ れ の ゲ ー トウェ イ や デ ー タベ ース ・ソ フ トウエ ア に依 存 したCGIを 作

成す る こ とが 必 要 で あ る こ とか ら、今 回 の調 査 研 究 で は 、 こ れ らの ソ フ トウエ ア を使 用

せ ず に、CGIに 検 索 ・表 示 機 能 を持 た せ 、パ ソ コ ンに構 築 され た デ ー タベ ー ス に蓄積

さ れ た デ ー タを一 度 フ ァ イ ル に落 と し、 この フ ァ イル をCGIが 検 索 等 の 処 理 をす る よ

うに した 。

Webブ ラウザ

イ ン タ ー ネ ッ ト

Webサ ーバ

1デ ー タベ ー ス

l

L_____

図1.2実 験 用CGI機 能 の構 成 図
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(2)Webサ ーバ の構 築

Webサ ーバ は 、 ワー ク ス テ ー シ ョン用 の もの とパ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュー タ(

Macintosh)用 の もの との 二 つ を作 成 し,ワ ー クス テ ー シ ョン用 で は 日本 語(漢 字 デ ー

タ)を 対 象 に し、パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タ用 で は英 語 を対象 デ ー タ と した 。

・ワ ー ク ス テ ー シ ョン 用 httpd(CERN)

・パ ー ソ ナ ル ・コン ピュ ー タ用MacHTTP

(3)検 索機能等の選定

①検索機能

・検索条件については、論理和、論理積及び否定の指定 を可能 とし、検索キーワー

ドは最大5語 の組 み合わせ を可能 と した。

・検 索キーワー ドの一致処理は、全文を対象に1文 字つ つ比較 す るた め、前方 一致

や後方一致の記述はしない。検索キーワー ドの語の中にはワイル ド ・カー ド等 は

使用 しない。

・アルファベ ットの大文字 ・小文字の処理については、全て小文字 とする。

②論理式の表記方法

論理式の表記方法は様々なものがあるが、この実験では論理式の複雑な表現を避

けるためと入力を単純化するため、以下の表記とした。

・論理積の表現

・論理否定

・論 理 和

・そ の 他

・表記例

・単純な検索

検 索 キ ー ワ ー ドの前 に 「+」 を付 与 す る。

(当 該 の レ コー ドに必 ず 検 索 キ ー ワ ー ドが存 在 す る こ と)

検 索 キ ー ワ ー ドの前 に 「一」 を付 与 す る。

(当 該 の レ コー ドに必 ず 検 索 キ ー ワ ー ドが 存 在 す る こ と)

と くに付 与 は しな い 。

(当 該 の レ コー ドに検 索 キ ー ワ ー ドが存 在 す る こ と)

検 索 キ ー ワ ー ドの 間 は スペ ー ス を1つ 入 れ る 。

日本電子計算

+日 本電子計算(結 果 は 「日本 電子計算」 と同 じである)

一 日本電子計算

・複雑 な検索
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日本電子計算 医薬 医療

(日本電子計算or医 薬or医 療)

+日 本電子計算 医薬 医療

(日本電子計算and医 薬)or(日 本電 子計算and医 療)

+日 本電子計算+医 薬 医療

(日本電子計算and医 薬and医 療)

+日 本電子計算+医 薬+医 療

(日本電子計算and医 薬and医 療)

一 日本 電 子 計 算+医 薬 医 療

not日 本 電 子 計 算and(医 薬and医 療)

一 日本 電 子 計算 一 医 薬 医療

(not日 本 電子 計 算andnot医 薬)and医 療

③表示機能

・表示は、検索結果の概要 を示す画面と、この概要の一部 をクリックすることで、

当該の詳細データが表示 される画面の二つ とする。

・HTML形 式へ の変換 は、それぞ れの処理 に従いそのつ ど変換することとし、検索

対象ファイル等 については事前のHTML化 作 業は行 わない。

(4)ブ ラ ウザ の 選 定

Mosaic,Netscape等 の 一般 的 な ブ ラ ウザ を対 象 と し、 日本 語 の入 力 、 出力 が可 能 なバ

ー ジ ョンの もの を想 定 した
。

(5)対 象 とす る デ ー タの 選定

組 織 内 で 利 用 され るデ ー タベ ー ス は、顧 客 管 理 、経 理 処 理 等 の 数 値 デ ー タ を主 体 に

した 事 務 処 理 で多 く利 用 され て い るが 、最 近 で は ワー プ ロの 普 及 に と もな い 文 書 情 報

(文 字 情 報 が 主 体)の 電 子 化 が進 展 し、 これ らを収 集 しデ ー タベ ース 化 して い る。

そ こで 、 本 調 査 研 究 で は これ らの文 書 情 報 で構 成 され る デ ー タベ ー ス を ソ ース とす

るた め 、 一 般 的 な文 書 形 式 で あ る 「デ ー タベ ー ス 台帳 総 覧 」(以 下 台 帳 デ ー タ とい

う)及 び この 台 帳 の 中 か ら 日本 製 デ ー タベ ース を英訳 した 「DirectoryofJapanese

Databases」(以 下 デ ィ レク トリ イ ・デ ー タ とい う)を 対 象 と した 。

処 理 の 手 順 と して は 、 「デ ー タベ ース 台帳総 覧 」等 の デ ー タ を市 販 の デ ー タベ ー ス ・

パ ッケ ー ジの 「フ ァイ ル ・メ ー カ ・プ ロII」 で デ ー タベ ース 化 し、 これ を原 デ ー タ と

した 。

この デ ー タベ ース か ら検 索 ・表 示 に必 要 な デ ー タ項 目を抽 出 し、Webサ ーバ 用 の
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デ ー タ作 成 の た め にVisualBasic、Macperlで 、 以 下 の 加 工 編 集 を行 っ た 。

・台帳データ(日 本 語)

①検索 部分 と表示 部分 の区分 け とそのファイル作成

・検索対象及び表示対象になるデータ項 目の選定

②表示 ファイルの編集
・データ項 目の分割(デ ー タ項 目の先 頭 に"#"を 付与)

③検索 ファイルの編集'

・デー タ項 目の分 割(デ ー タ項 目の先頭 に"#"を 付 与)

・英文字 の統一(大 文字 をすべ て小 文字 に統一)

・デ ィレ ク トリ イ ・デ ー タ(英 語)

・デ ー タ項 目の 分 割(デ ー タ項 目の先 頭 に"#"を 付 与)

・表 示 フ ァ イ ル と検 索 フ ァイ ル は 同一 の もの を使 用 す る。

・大 文 字 ・小 文 字 の統 一 は検 索CGI内 で行 う。

2.2ハ ー ドウエ ア ・シス テ ムの構 成

以下のハー ドウエアをLAN上 で使用 した。

・イ ン ハ ウ ス ・デ ー タ ベ ー ス 用

・デ ー タ加 工 用

・Webサ ー バ 用

・WS

・パ ソ コ ン

・ネ ッ トワ ー ク

MacintoshQuadra61032MB

(漢 字TALK7.1)

HP-600C

(Windows3.1)

SPARCstation5

-CPUmicroSPARC-II(85MHZ)

-MAINMEMORY32MB

-HARDDISK2 .1GB

(Solaris2.4)

MacintoshQuadra61032MB

(漢 字TALK7.1)

LANEthernet10B

イ ン タ ー ネ ッ ト接 続64k
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イ ン ター ネ ヅ トへ

サ ー バ マ シ ン

SunSparc5

DOS/Vマ シ ン

HP-600C

Macintosh

Quadra-650

刻1.4ハ ー ド ウ エ ア 構 成 図
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2.3ソ フ トウエ ア ・シス テ ムの 構 成

利 用 及 び作 成 した ソ フ トウエ ア は 以下 通 りで あ る。

・イ ンハ ウス ・デ ー タベ ース(Macintosh)

File・MakerPro-II

Mac-Ms-dos変i換 ソ フ トウ エ ア

・デ ー タ加 工(DOS/V)

VisualBasic(新 規 作 成 作 成 プ ロ グ ラ ム2本)

・デ ー タ加 工(Macintosh)

MacPerl(新 規 作 成 作 成 プ ロ グ ラ ム2本)

・Webサ ーバ

・WS

HTTPserverCERNhttpd3.O

CGI用 ス ク リ プ ト言 語jperlversion4.019+1.3(SJIS)

perlCGIラ イ ブ ラ リcgi-lib.pl1.8

・デ ー タベ ー ス 検 索(新 規 作 成)

・デ ー タ表 示(新 規 作 成)

・パ ソ コ ン

HTTPserverMacHTTP2.2

MacPerl5.0.7

・データベース検索(新 規作 成)

・デー タ表示(新 規作成)
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ユ ーザ

検索 ・表示

プログラム

検索 ファイル

叉1.3

Webサ ー バ

δ

検索 ・表示処理画面

イ ン タ ー ネ ッ ト

WShttpd

PC:MacHTTP

HTML形 式 ファ イ ル

CommonGateway

Interface

表示 ファイル

シ ス テ ム 叉
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3.ワ ー クス テ ー シ ョン用CGI(日 本 語 対 応)の 詳 細

3.1デ ー タ整 備

使用 したデータ 「データベース台帳総覧」は以下の構成となっている。

(1)原 デ ー タの構 成

イ ンハ ウス ・デ ー タベ ース か ら表 示 ・検 索 に必 要 なデ ー タ項 目 を以 下 の とお り抽 出 し

た 。

(01)レ コ ー ド番 号:

(02)デ ー タベ ー ス 名:

(03)プ ロ デ ュ ー サ 名:

(04)国 名:

(05)内 容:

(06)タ イ プ:

(07)言 語:

(08)サ ー ビ ス シ ス テ ム 名

(09)サ ー ビ ス 企 業 名:

(10)申 告 企 業 名:

(11)住 所:

(12)担 当 部 署:

(13)キ ー ワ ー ド群:

・(01)の レ コー ド番 号 は フ ァイ ル 内 で はユ ニ ー クで あ る。

・レコー ド番 号 を除 い て 、他 の デ ー タ項 目は全 て2バ イ ト系 で 表 記 され て い る 。

・デ ー タ項 目は全 てTabコ ー ドで 区分 され て い る。

一10一



(2)表示 ファイルの処理 と例

上記 のデ ータ構成か ら必要なデータ項 目を抽出し、データ項 目の先頭に"#"を 付

与 した。

#4001

#ThePalmBeachPost

#ThePalmBeachPost

#米 国#「PalmBeachPost」 は首都 圏地域 のスポ ーツ、 ビジネス ・産業 を完全 に収録 す

る一段 日刊紙 です。本紙で扱 われる主な分 野 は、航空 ・航空 宇宙、 コンピュータ ・通信技術 、農業お よび

金融です。 この地域 に所在 している大企 業 にはPratt&Whitney社 お よびAtlanti

cSugarMillが あ ります。全 コラムの全文、投書 、論説(地 成人 の計報 を含 む)、 葬儀告知 、

地域 ・ニ ュース の通信社記事が本 ファイル に収録 され ます。(PAPERS参 照)

#1一 般.(新 聞)

#報 道

#文 書(全 文).

#英 語.

#DIALOG

#Knight-RidderInformation,Inc.

#ON.

#株 式会社 紀伊國屋書店

#156東 京都世 田谷 区桜丘5-38-1

#電 子情報部

#4109

#半 導 体(一 般電子部 品含 む)デ ー タ ・ベ ース

#電 子デバ イス情報サ ービス(株)

#日 本

#半 導体 及び一般電子部品 を含 む電子 デバ イス に関わ る情報 をデータベ ース化 して提供 す る。国 内 ・海外

の電子 デバ イス メーカ より提供 される、製品 に関す るデ ータシー ト ・データブ ックの抄録 ・原文情報 を網

羅的 に蓄積 す るほか 、新製 品ニ ュース、開発ニ ュース、保 守 ・廃止 品情報 、イベ ン ト案内、 メーカ ・代理

店 ガイ ド等 、広範 な情報 を蓄積 し、提供 す る。

#2自 然科 学 ・技 術.(電 気/電 子/情 報)

#電 気 ・電子 産業

#文 書(全 文).文 書(抄 録).図 表.

#日 本語.英 語.

#ELISNET

#電 子 デバ イス情 報サ ービス(株)

#ON.OFF.(MT.CD.COPY.)

#電 子 デバ イス情報 サー ビス株 式会社

#102東 京都千代 田区平 河町2-4-14平 河町KSビ ル

#企 画部企画担 当
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(3)検索 ファイルの処理 と例

画面 ファイルと同様の処理 を行 うとともに、英文字についてはすべてを小文字化 した。

#4001

#thepalmbeachpost

#thepalmbeachpost

#米 国

#「palmbeachpost」 は首都 圏地域 のス ポーツ、 ビジネス ・産業 を完全 に収録 する一般

日刊紙 です。本紙 で扱 われる主な分野 は、航空 ・航空宇宙 、 コンピュータ ・通信技術 、農業 お よび金融で

す。この地域 に所在 している大 企業 にはpratt&whitney社 お よびatlantics

ugarmillが あ ります。全 コラムの全文 、投書、論説(地 域人 の計報 を含 む)、 葬儀告知 、地域 ・

ニュースの通信社記事が本 ファイ ルに収録 されます。(papers参 照)

#1一 般.(新 聞)

#報 道

#文 書(全 文).

#英 語.

#dialog

#knight-ridderinformation,inc.

#on.

#株 式会社 紀伊 國屋書店

#4109

#半 導体(一 般電子部 品含 む)デ ータ ・ベ ース

#電 子 デバイス情報 サー ビス(株)

#日 本

#半 導体及び一般 電子部 品 を含 む電子 デバ イスに関わる情報 をデー タベース化 して提供 す る。国内 ・海外

の電子 デバイスメーカ よ り提供 される、製 品に関す るデータシー ト ・デー タブ ックの抄録 ・原文情報 を網

羅的に蓄積するほか、新製 品ニ ュース、 開発 ニュース、保守 ・廃止 品情報 、 イベ ン ト案内、 メーカ ・代 理

店 ガイ ド等、広範 な情報 を蓄積 し、提供 する。

#2自 然科学 ・技術.(電 気/電 子/情 報)

#電 気 ・電子産業

#文 書(全 文).文 書(抄 録).図 表.

#日 本語.英 語.

#elisnet

#電 子 デバ イス情報サ ービス(株)

#on.off.(mt.cd.copy.)

#電 子デバ イス情報サ ービス株式 会社
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3.2検 索 シス テ ム

3.2.1検 索 ロ ジ ッ ク

(1)本システムは インハ ウス向け とい う事 もあ り、検索対象 となるデータは比較的小規

模(2～3MB)な テ キス トのみの もの を前提 とす る。全データを主記憶 にロー ドする

為、データ規模は主記憶容量に依存するが、読み込みのオーバーヘ ッ ドを踏まえ

ると実用的には9～10MB程 度 が限界 と考 え られる。

(2)実際の検索 は主記憶 に ロー ドされた全件データ(検 索 ファイル)を 対象 にperlの

関数grepを 用 いてユ ーザ に よって指定 された検索キーワー ドそれぞれについて行

ない、得 られた集合間の論理演算 によって検索結果を導出する。

(3)検索 対 象 とな るテ キス トデ ー タベ ー ス は1件1レ コ ー ドで構 成 され 、項 目は任 意 の

セパ レー タ("#")に よ り区切 られ て い る もの とす る。

(4)検索 の実 質 的 な 意 味 は1レ コー ドを1つ の オ ブ ジ ェ ク トと してみ な し、1つ の キ ー

ワ ー ドに対 応 す る(ヒ ッ トした)レ コー ドオ ブ ジ ェ ク トか らな る部 分 集 合 を生 成 す る

こ とで あ る 。

(5撮 終 的に得 られた検 索結果か ら、必要なデータ項 目を抽出 し、HTML形 式 に変換 の

後、 クライア ン トに返す。 詳細画面の検索に必要なレコー ド番号 も出力対象 とす

る。

(6)詳 細画 面 の 生成 は 、 クラ イ ア ン トの ク リック に より与 え られ た レ コー ド番 号 に よ り、

表 示 フ ァ イ ル を検 索 し、 必 要 な項 目 を抽 出 ・編 集 した の ち 、 ク ラ イ ア ン トに返 す 。
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イ ンハ ウス デ ー タベ ー ス か らの

デ ー タ項 目抽 出

・検 索 フ ァ イル の作 成

・デ ー タ項 目の抽 出

・加 工 、編 集

・表 示 フ ァ イ ルの作 成

・デ ー タ項 目の抽 出

・加 工 、編 集

検 索 フ ァ イ ル ・表 示 フ ァイ ル の

Webサ ーバ へ の転 送

File-Maker-ProII

File-Convert

FTP

VisualBasic

VisualBasic

FTP

"3
.1デ ー タ 理 のILれ
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3.2.2プ ロ グ ラム の 表 記 と説 明

(1)検 索 プ ログ ラム

*'*********

#!/usr/local/bin/jperl

#CGIラ イ ブ ラ リ の 読 み 込 み

require"cgi-lib.pl";

#CGIパ ラ メ ー タ の 読 み 込 み

&ReadParse('input);

#環 境 設 定

#リ モ ー トホ ス ト

$RHOST=$ENV{'REMOTE』OST'};

#ロ グ フ ァ イ ル パ ス

$log="/usr/tmp/dbgrep.log";

#デ ー タ ベ ー ス パ ス

$db="/mnt/WWW/daityo/daityo";

#検 索 キ ー ワ ー ド

$tquery=$input{'query'};

#@tquery=@ARGV;

#検 索 キL-・ ワ ー ド をSHIFTJISに 変 換

open(QRY,"echo'$tquery'1/usr/local/bil1/nkf-xl")lldie'openjconv$!¥n';

read(QRY,$ _,4096);

$ _=》s///9;

close(QRY);

#検 索 キ ー ワ ー ド を 配 列 に 変 換

@querylog=@query=split;

#デ ー タ ベ ー ス の 読 み 込 み

open(DB,"$db")lldie;

while(〈DB>){

push(@db_all,$_);

}

close(DB);
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#検 索 キ ー ワ ー ドの 分 類

for($i=0;$i〈=$#query;$i++){

#先 頭 に 「+」 が あ る 場 合 。

if($query[$i}=""/^十/){

substr($queryl$il,0,2)=''";

#andq-)AND検 索 条 件

push(@andq,$query【$i]);

}elsif

#先 頭 に 「一 」 が あ る 場 合 。

($query【$i]='V/^一/){

substr($queryl$i],0,2)=''";

#notq->NOT検 索 条 件

push(@notq,$query[$iD;

#普 通 の キ ー ワ ー ド

}else{

#orq-)OR検 索 条 件

push(@orq,$query【$i】);

}

}

#AND検 索 条 件 が あ る 場 合

if($#andq>=0){

for($i=0;$i〈=$#andq;$i++){

#一 時 集 合 の 生 成

@tmpresult=grep(/$andql$il/,@db_all);

local(%mark);

if($i===0){

#最 初 は 一 時 集 合 がAND条 件 の 結 果 集 合

@andresult=@tmpresult;

}else{

#一 時 集 合 と のAND演 算

grep($mark{$_}++,@tmpresult);

@andresult=grep(@mark{$」,@andresult);

}

}

}

#NOT検 索条件がある場合
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if($#notq>=0){

for($i=0;$i〈=$#notq;$i++){

#一 時 集 合 の 生 成

@tmpresult=grep(!/$notql$i]/,@db_all);

local(%mark);

if($iニ=0){

#最 初 は 一 時 集 合 がNOT条 件 の 結 果 集 合

@notresult=@tmpresult;

}else{

#一 時 集 合 と のAND演 算

grep($mark{$_}++,@tmpresult);

@notresult=grep(@mark{$」,@notresult);

}

}

}

#AND/NOT条 件 中 間 結 果 の生 成

#AND検 索 条 件 とNOT検 索 条件 が共 にあ った場 合

if($#andq>ニ0&&$#notq>=0){

local(%mark);

#AND検 索条件の結果集合とNOT検 索条件の結果集合とのAND演 算

grep($mark{$_}++,@andresult);

@anresult=grep(@mark{$_},@notresult);

}

#AND検 索 条 件 だ け が あ っ た 場 合

if($#andq>ニ0&&$#notq〈0){

@anresult=@andresult;

}

#NOT検 索 条 件 だ け が あ っ た 場 合

if($#andq〈0&&$#notq>=0){

@anreSUIt=@nOtreSUIt;

}

#OR検 索 条件 が あ っ た場 合

if($#orq>=0){
'

#AND検 索 条 件 かNOT検 索 条 件 が 指 定 さ れ てい た場 合

if($#andq)=Oll$#notq>=0){
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for($i=0;$i〈=$#orq;$i++){

#一 時 集 合 の 生 成

@tmpresult=grep(/$orql$i|/,@db_all);

local(%mark);

grep($mark{$_}++,@tmpresult);

#AND/OR条 件 中 間 結 果 と のAND演 算

@orresult=grep(@mark{$_},@anresult);

if($i=ニ0){

#最 初 は そ の ま ま 最 終 結 果 へ 代 入

@theresult=@orresult;

}elsel

#最 終 結 果 と のOR演 算

@theresult=&merge(@orresult);

}

}

}elsel

#AND検 索 条 件 かNOT検 索 条 件 が 指 定 さ れ て い な か っ た 場 合(単 純OR検 索)

for($i=0;$i〈==$#orq;$i++){

#一 時 集 合 の 生 成

@tmpresult=grep(/$orql$i】/,@db_all);

if($#theresult〈0){

#最 終 結 果 が 空 な らば そ の ま ま 最 終 結 果 へ 代 入

@theresult=@tmpresult;

}else{

#最 終 結 果 と のOR演 算

@theresult=&merge(@tmpresult);

}

}

}

}else{

#AND/OR検 索 条 件 しか 指 定 さ れ て い な か っ た 場 合

if($#anresult>=0){

@theresult=@anresult;

}

}

#ヘ ッダの 出力

&print _header;

#検 索 条 件 式 の 出力
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&print _query;

if($#theresult'<0){

#該 当 な し の 場 合

&print_noresult;

lelsel

#検 索 結 果 の 出 力

&print_data;

}

#ト レ イ ラ の 出 力

&print _trailer;

#ロ グ の 出 力

&writelog;

#デ バ ッ グ 用

subprintno{

local(@result)=@ _;

local($i,$no,@body);

for($i=0;$i〈=$#result;$i++){

($no,@body)ニsplitC#',$resultl$il);

printf"%2d:%04d¥n",$i,$no;

}

}

#OR演 算

submerge{

local(@tmpresult)=@ 一..一;

local(%mark1,%mark2,@resultl,@reslut2,@result3);

grep($mark1{$_}++,@tmpresult);

@resultl=grep(@markl{$ _},@theresult);

@result2=grep(!@mark1{$ _},@theresult);

grep($mark2{$_}++,@theresult);

@result3=grep(!@mark2{$ _},@tmpresult);

@theresult="";

@theresultニ@result1;

push(@theresult,@result2);

push(@theresult,@result3);

@theresult;

}
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#検 索 条 件 式 の 出 力

subprint_query{

local($i,$baseq);

for($i=0;$i〈=$#andq;$i++){

if($i!=0){

$baseq.="AND";

}

$baseq.=$andq【$i|;

}

for($i=0;$i〈=$#notq;$i++){

if(length($baseq)>0){

$baseq.=AND

$baseq.="NOT$notq【$il"

if($#orq)==0){

for($i=0;$i<r$#orq;$i++){

if(length($lastq))0){

$lastq.=OR

if(length($baseq))0){

$lastq.="($baseq

$lastq.=AND$orq【$i|)";

}else{

$lastq.=$orq【$i]

}else{

$lastq=$baseq;

prlnt〈hr)◆

prlnt"検 索 式$lastq¥n";

print〈hr)'

$all=$#dball+1;

$hit=$#theresult+1;

prlnt"該 当$all件 中$hit件 。¥n";

prlnt〈hr>";
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#ロ グ の 出 力

subwritelog{

open(LOG,")〉$log")lldie"openlog$log$!¥n";

($sec,$min,$hour,$mday,$mon,$year,$wday,$yday,$isdst)=localtime(time);

$mon++;

printfLOG"%s/%s/%s%s:%s",$year,$mon,$mday,$hour,$min;

printLOG"$RHOST〈$#theresult>";

foreach$i(@querylog)lPrintLOG"1$i]";}

printLOG"¥n";

close(LOG);

}

#ヘ ッ ダ の 出 力

subprint_header{

print&PrintHeader;

print"<HTML>¥n";

print"〈HEAD)<TITLE>DATABASELIST〈/TITLE)</HEAD>¥n";

print"〈BODY>¥n";

}

#ト レ イ ラ の 出 力

subprint_trailer{

print"〈/BODY>¥n";

print"〈/HTML>¥n";

}

subprint _noresult{

print"該 当 デ ー タ は あ り ま せ ん 。¥n";

}

#検 索 結 果 の 出 力

subprint _data{

#最 終 結 果 に つ い て

for($i=0;$i〈=$#theresult;$i++){

($dbno,$dbname,$producer,$country,$character,$field,$keyword,$type,$lang,

$sysname,$company,$online,$state,$address,$dept)=split('#',$theresultl$i】);

#詳 細 表 示CGIへ の リ ン ク ・パ ラ メ ー タ と し てDB番 号 を 渡 す

print"〈AHREF=¥"/cgi-bin/dbdata?$dbno¥"〉 〈br>¥n";
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print"$dbno〈br>¥n";

print"$dbname〈br)¥n";

print"$producer〈br>¥n";

print"$country</A>〈P>¥n";

}

}

**********
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環境設定 リモー トホス ト、各種パス等

検索キーワー ドの取 り込み

検 索 キ ー ワー ドの コー ド変換(シ フ トJISへ)

検索 ファイルの読み込み

論理式の処理

検索及び結果の集合処理

検索結果一致の件数 カウン ト

検索結果の表示 検索キーワー ド、該当件数

1

検索一致データの表示 番号、名称、企業名等

図3.3検 索 処 理 の 概 要
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(2)表 示 プログ ラム

**********

#'!/usr/local/bin/perl

#デ ー タベ ー ス パ ス

$db="/mnt/WWW/daityo/daityo";

#パ ラ メ ー タ で 指 定 さ れ たDB番 号

$argno=shift(@ARGV);

#HTMLヘ ッ ダ の 出 力

print"Content-type:text/html¥n";

print"¥n";

print"〈HEAD>〈TITLE>DATABASEDETAIL〈/TITLE>〈/HEAD)¥n";

print"〈BODY>¥n";

#デ ー タ ベ ー ス の オ ー プ ン

open(DB,"$db")lldie;

while(〈DB>){

#一 行 ず つ 読 ん で

($dbno,$dbname,$producer,$country,$character,$field,$keyword,$type,$lang,

$sysname,$company,$on互ine,$state,$address,$dept)=splitC#',$_);

#DB番 号 が 一 致 し た ら 終 わ り

lastif($dbno==$argno);

}

close(DB);

#デ ー タ の 出 力

print"〈B>デ ー タ ベ ー ス 名:</B>$dbname¥n";

print"〈P>¥n";

print"〈B)内 容:〈/B>¥n";

print"(P>¥n";

print"$character¥n";

print"〈P>¥n";

print"〈B>プ ロ デ ュ ー サ 名:〈/B>$producer

print"<P)¥n";

print"〈B>分 野:〈/B>$field¥n";

print"〈P>¥n";

print"〈B>タ イ プ:〈/B>$type¥n";

《B>(国 名)〈/B>$country¥n";
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print"<P>¥n";

print"《B>言 語:</B>$lang¥n";

print"<P>¥n";'

print"<B>サL・ 一・一ビ ス シ ス テ ム 名:〈/B)$sysname¥n";

print"〈P>¥n";

print"〈B)サ ー ビ ス 企 業 名:〈/B>$company¥n・;

print"〈P>¥n";

print"〈B>問 い 合 わ せ 先:〈/B)¥n";

print"〈P>¥n";

print"〈BLOCKQUOTE>";

print"〈B>住 所:〈/B)$address¥n";

print"〈P)¥n";

print"〈/BLOCKQUOTE>¥n";

print"〈B>キ ー ワ ー ド:〈/B>$keyword¥n";

print"〈P>¥n";

print"〈/BODY>"

**********
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表 示 フ ァ イル の オ ー プ ン

ユーザがクリックしたデータ番号の検索

該当データの編集

一
データ項 目タイ トルの追加

一 HTML形 式への編集

詳細画面処理データの受け渡し

Y3.4 タ索 示 理 の
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3.2.3画 面の構 成

以下 に検索 キーワー ド入力画面、検索結果画面、詳細画面を示す。

(1)検 索 キーワー ド入力 画面

..無....⊇ ≡ ご...照 照 吐_勲 照{!豊.、_….

Title・i戸 ば 戸c置 』

データベース総覧検索

●検索語を入力して下さい。

運薬還 ぎ

● デー タ・ご一ス総 覧 につ いて

●データ項目について

図3.5
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<HEAD>

〈TITLE>DATABASESEARCH〈/TITLE>

〈/HEAD>口 〈BODY>

〈CENTER)〈H1>デ ー タ ベ ー ス 総 覧 検 索 〈/H1>〈/CENTER>〈P>

〈HR>

〈FORMMETHOD="POST"ACTION="/cgi-bin/dbgrep"〉

● 検 索 語 を 入 力 し て 下 さ い 。 〈P>

〈INPUTTYPE="text"SIZE=60MAXSIZE=60NAME="query"〉 〈P>

〈INPUTTYPE="submit"VALUE="検 索"〉

〈INPUTTYPE="reset"VALUE="再 入 力")〈/FORM>

〈P)

〈HR>

〈UL>

〈LI>〈AHREF="daityou.html"〉 デ ー タ ベ ー ス 総 覧 に つ い て 〈/A>

<LI)〈AHREF="kensaku.html"〉 検 索 式 に つ い て 〈/A>

<LI>〈AHREF="item.html"〉 デ ー タ 項 目 に つ い て 〈/A>

〈/UL)

〈HR>

〈ADDRESS>www-admin@jip.co.jp〈/ADDRESS>《/BODY>
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(2)検 索結果 画面

融:o!dρtiens』 陸 海 繭 層麹 〃晒 だ…Nbws'

、　1灘 翻

撫 ・1
.Pエ 亘ill運 …… … … … … … …… …… … …♪ ぷ

モ
ijRL:ihttp=//www,sc工jip .co,jp/cgi-bin/dbgrep

検索式:(承 認AND医 薬)

該当4392件 中4件 。

6457

apl5.n.(ア プ ラ イ ン)

(株)シ ュペール
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dioξ ζenes
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図3.6
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〈HTML>

〈HEAD>〈TITLE>DATABASELIST〈/TITLE×/HEAD>

〈BODY>

〈hr>検 索 式:(承 認AND医 薬)

〈hr>該 当4392件 中4件 。

〈hr)

〈AHREFニ"/cgi-bin/dbdata?6457"〉 〈br)

6457〈br>

aplin(ア プ ラ イ ン)〈br>

(株)シ ュ ペ ー ル 〈br>

日 本 く/A)〈P>

〈AHREF="/cgi-bin/dbdata?0962"〉 〈br>

0962〈br)

diogenes〈br>

foiservices&washingtonbusinessinfo

rmation〈br>

米 国 〈/A×P>

〈AHREF="/cgi-bin/dbdata?4088"〉 〈br>

4088〈br>

dy-net(大 楽 協 ・情 報 ネ ッ ト ワ ー ク)〈br>

大 阪 医 薬 品 協 会(略 称 ・大 楽 協)〈br>

日 本</A×P>

〈AHREF="/cgi-bin/dbdata?5743"〉 〈br>

5743〈br>

drugnl〈br)

imsworldpublicationsltd.〈br>

英 国 〈/A×P>

〈/BODY>

</HTML>
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(3)詳 細 画面

・ ・}

βたtO!ptions堕 吻nte塾 〃netateNe竺 ● 世知
'1'itle:iDATABASEDETAIL

uRL:lhttp://www,scijip.co.jp/cgi-bin/dbdata?6457 軍
デー タベ ース名:API.iN(ア プライン)

内容:

医薬品等の承認・許認可手続きに必要な情報が満載。改正のもとになった通知
や廃止された通知も見ることができる。また、当該通知に関連する通知も収

録。データは厚生省i薬務局審査課の監修。データのダウンロードは自由。

プロデューサ 名:(株)シ ュペ ール (国名):日 本

分野:2自 然科学 ・技術.(医 学/薬 学/生 命学/生 物)

タイプ:文 書(全 文).

言語:日 本語.

サービスシステム名:APLiN(ア プライン)

サービス企業名=日 本電子計算株式会社

問い合わせ先:

住所=ユ35東 京都江東区東陽2丁 目4-24

キー ワー ド:医 薬

苔ack…'" ←。m研R鋤adiOp舶.ぺS酬As_i緬neif・]ew鞘r漉 ぷC…c賠Win面wi

|

し
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《HEAD>

<TITLE>DATABASEDETAIL〈/TITLE>

〈/HEAD>

《BODY>

〈B>デ ー タ ベ ー ス 名:〈/B>APLiN(ア プ ラ イ ン)

〈P>

〈B>内 容:〈/B>

〈P)

医薬品等の承認 ・許認可手続 きに必要な情報が満載。改正の もとになった通知や廃止 さ

れた通知 も見ることがで きる。また、当該通知に関連する通知 も収録。データは厚生省

薬務局審査課の監修。データのダウンロー ドは自由。

〈P>

<B)プ ロ デ ュ ー サ 名:〈/B>(株)シ ュ ペ ー ル<B>(国 名):〈/B>日 本

〈P>

〈B>分野:〈/B>2自 然 科 学 ・技 術.(医 学/薬 学/生 命 学/生 物)

<P>

〈B>タ イ プ:〈/B)文 書(全 文).

〈P>

〈B>言 語:〈/B>日 本 語.

〈P>

〈B>サ ー ビス シ ス テ ム 名:</B>APLiN(ア プ ラ イ ン)

〈P>

<B)サ ー ビス 企 業 名:〈/B>日 本 電 子 計 算 株 式 会 社

<P>

〈B>問 い 合 わ せ 先:〈/B>

<P>

〈BLOCKQUOTE>〈B>住 所:〈/B>135東 京 都 江 東 区 東 陽2丁 目4-24

〈P>

〈/BLOCKQUOTE>

〈B>キ ー ワ ー ド:〈/B>医 薬

〈P>

〈/BODY>
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4.パ ー ソ ナル ・コ ン ピュ ー タ用CGI(英 語 対 応)の 詳 細

個 人 の情 報 管 理 の 道 具 と して デ ー タベ ース 作 成 及 び利 用 が 普 及 し、 今 で は様 々 な汎 用

パ ッケ ージ を使 用 した個 人用 の デ ー タベ ース が 作 られ て い る。 さ らに社 内LANを 整 備

してい る事 務 所 等 で は 、 これ らの デ ー タ を流 通 させ 情 報 の 共 有化 が 進 ん で きた 。

また 、パ ソ コ ンの性 能 が 向上 し、 またWindows版 やMacintosh版 のHTTPサ ーバ 用 の ブ

リー ソ フ トや シ ェ ア ウェ ア ・ソ フ トウエ ア も出 回 り、情 報 の 幅広 い提 供 が 可 能 とな って

きた 。

米 国等 で はす で にパ ソ コン に よるCGIの 利 用 例 が あ り、 また 中 に は市販 の デ ー タベ

ー ス ・ソ フ トウエ ア(例 え ば
、File-Maker)を 対 象 に した ゲ ー トウェ イ ・ソ フ トウエ ア

を含 むCGIが 公 表 さ れ てい る。

そ こで 、本 調 査 研 究 の 一 部 と して、Macintoshを 利 用 してWebサ ーバ で 利 用 可 能 な

CGIの 作 成 を行 った 。Macintoshを 選 定 した の はWindows版 のperlが 見 あ た らな いた め

と、 海外 の例 で はMacintosh版 のCGI作 成 の例 が多 く見 られ た こ と に よ る もの で あ る。

・ハ ー ドウ エ ア 構 成

MacintoshQuadra61032MB(LAN接 続)

・ソ フ トウエ ア

基 本 ソ フ トウエ ア

漢 字Talk7.1

MacTCP(TCPAdminを 含 む)

MacPerl5.0.7CGI作 成 用 言 語

MacHTTP22Webサ ー バ

File-MakerProII(日 本 語 版)デ ー タ ベ ー ス ・ソ フ トウ エ ア

・設 計 条件

・基本 的 な仕 様 は前 述 したWSで 作 成 した もの と同様 とす る
。

・MacPerlは 日本 語 処理 をサ ポ ー トして い ない た め英 語 の デ ー タ を処 理 す る
。

(WS用perlで は 日本 仕 様 のjperlが あ るが 、Macintosh用 は現 在 の と ころ見 あ た

らない)

4.1デ ー タ整 備

今 回 使 用 した 「DirectoryofJapaneseDatabases」 の デ ー タ は既 にFile-MakerProIIに

よ り デ ー タ ベ ー ス 化 さ れ て い る た め 、 必 要 な デ ー タ項 目 を抽 出 し、 そ の フ ァ イ ル を

MacPerlで 作 成 した プ ロ グ ラ ム で 以 下 の 処 理 を行 っ た 。
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(1)原データの構成

① データベース名

② キーワー ド(分 野別)

③ データベ ースの内容 説明

④ 記述言語

⑤ プロデューサ名

⑥ ディス トリビュータ名

(2)フ ァ イ ルの 処 理 と例

・ファイルの処理内容

・一連データ番号の追加付与

・タブ記号か ら項 目区分記号である`#'へ の変換

・検 索時 の問題 となるアル ファベ ットの大文字 ・小文字の統一化は
、ここでは行

わず、検索プログラムの中で、パターン ・マッチング時に小文字 に統一 した。

〈原データの例〉

デ ー タベ ー ス 名

キーワー ド

内容説明

言 語:

プ ロデ ュ ーサ 名:

デ ィス トリ ビュ ー タ名

:APLiN

:medicine

:Thisdatabasecontainsabundantinformationnecessary

forobtainingapprovalsorpermissionsofmedical

products.Noticesthathaveledtorevisionsandnotices

nolongereffectivearealsoavailable.Crossreferences

aremadeamongnotices.Thedataisreviewedbythe

ExaminationDivision,PharmaceuticalandSupplyBureau

oftheMinistryofHealthandWelfare.Datacanbe

downloadedfreely.

Japanese

SUPER,Co.,Ltd.

:JapanInformationProcessingServiceCo.,Ltd.(JIP)

デ ー タベ ース 名

キーワー ド

内容説明

:ARIS

:pharmacy,bioscience,clinicalmedicine

:ExcerptsofJapaneseliteraturesconcerningsideeffects

ineasy-to-understandformat.Alsoincludedareexamples

ofsymptomsofsideeffectsreportedinmajorforeign

magazinestranslatedintoJapaneseinsameformat.

一35一



Rangeofliteraturesisaswideastocoverpoisoning,

interaction,andsideeffectsofhealthyfoods.Technical

termsofsideeffectsandnamesofmedicalproductsare

codedforeasyaccess.

言 語:Japanese

プ ロ デ ュ ー サ 名:OdajimaInc.

デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ 名:JapanlnformationProcessingServiceCo.,Ltd.(JIP)

¥OdajimaInc.

〈加工 ・編集結果CGIの 検索/表 示用 ファイルの例 〉

#0001#APLiN#medicine#Thisdatabasecontainsabundantinformationnecessaryfor

obtainingapprovalsorpermissionsofmedicalproducts.Noticesthathaveledtorevisions

andnoticesnolongereffectivearealsoavailable.Crossreferencesaremadeamong

notices.ThedataisreviewedbytheExaminationDivision,PharmaceuticalandSupply 、

BureauoftheMinistryofHealthandWelfare.Datacanbedownloaded

freely.#Japanese#SUPER,Co.,Ltd.#JapanInformationProcessingServiceCo.,Ltd.(JIP)

#0002#ARIS#pharmacy,bioscience,clinicalmedicine#ExcerptsofJapaneseliteratures

concerningside'effectsineasy-to-understandformat.Alsoincludedareexamplesof

symptomsofsideeffectsreportedinMajorforeignmagazinestranslatedintoJapanesein

sameformat.Rangeofliteraturesisaswideastocoverpoisoning,interaction,andside

effectsofhealthyfoods.Technicaltermsofsideeffectsandnamesofmedicalproductsare

codedforeasyaccess.#Japanese#OdajimaInc.#JapanInformationProcessingService

Co.,Ltd.(JIP)¥OdajimaInc.



イ ンハ ウス デ ー タベ ー スか らの

デ ー タ項 目抽 出

・検索/表 示 ファイルの作成

・加工 、編集

・検索/表 示 ファイルの

サーバへの移 動

File-Maker-ProII

MacPerl

"4
.1デ ー タ 理 の 流 れ
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4.2検 索 シス テ ム

4.2.1検 索 ロ ジ ッ ク

(1)原則 的 にはWS版 と同様 と したが 、 以 下 の 変 更 を行 っ た 。

(2)WS版 で は検 索 対 象 デ ー タ を全 て メモ リに蓄積 し、 そ の 後 検 索 を行 って い るが 、

パ ソ コ ンで は メ モ リが少 な い こ とか ら、 レコ ー ドを1件 ず つ 読 み なが ら検 索 を行 う

方 式 に変更 した 。

(3)検 索 キ ー ワー ドや検 索 レ コー ドの 文 字 処理 や パ タ ー ンマ ッチ ン グ処 理 で 、 日本 語 用

PerlとMacPerlで は記 述 が 異 な る とこ ろ を変 更 した。

4.2.2プ ロ グ ラ ム の表 記 と説 明

(1)検 索 プログラム

**********

#/perl

#databasedataretrievalwithMacintosh

#input-file

#デ ー タ ベ ー ス ・パ ス の 設 定

$db="machd:jip・add:en-alLtxt";

#ロ グ ・フ ァ イ ル の 設 定

$log="machdd:log.txt";

#検 索 キ ー ワ ー ドの 取 り込 み

if($1en=$ENV{"CONTENT _LENGTH"i){

sysread(STDIN,$in,$len);

}

#不 要 ヘ ッ ダ の 削 除

$ _=substr($in,6);

#ス ペ ー ス 、 プ ラ ス 記 号 の 変 換

$ _=～s/%20//9;

$ _=～s/%2B/+/9;

#inputquery

#検 索 キ ー ワ ー ドの 配 列 化

@querylog=@query=split(//);

#キ ー ワ ー ドの 加 工 編 集



#qrery-set

&query _set;

#入 力 件 数 の初 期 化

$totalin=0;

#main-rtn

#フ ァ イ ル の 読 み 込 み

open(DB,"$db")IIdie;

while($s _=〈DB>){

@db_all=$s_;

$totalin++;

#検 索 ル ー チ ン

&rep _rtn;

}

close(DB);

#

#resultprint-header#検 索 結 果 の 出 力

&print _header;

#query-print

&print _query;

if($#total〈0){

#result-nothing

&print _noresult;
〆

}else{

#result

&print _data;

}

#trailer#

&print _trailer;

#主 処 理 終 了HTTPサ ー バ へ

#

#debeug

subprintno{

local(@result)=@ _;

local($i,$no,@body);

for($i・=0;$i〈=$#result;$i++){

($no,@body)=splitC#',$result【$iD

printf"%2d:%04d¥n",$i,$no;
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}

}

#=======================

#retrieval#検 索 処 理

subrep _rtn{

#

@theresult="";

#AND

if($#andq)=0){

for($i=0;$i〈=$#andq;$i++){

#

@tmpresult=grep(/$andql$i]/i,@db_all);

local(%mark);

if($i==0){

#

@andresult=@tmpresult;

}else{

#

grep($mark{$_}++,@tmpresult);

@andresult=grep($mark{$_},@andresult);

}

}

}

#NOT検 索 条 件 が あ る 場 合

if($#notq>=0){

for($i=0;$i<=$#notq;$i++){

#一 時 集 合 の 生 成

@tmpresult==grep(!/$notql$i]/i,@db_all);

local(%mark);

if($i==0){

#最 初 は 一 時 集 合 がNOT条 件 の 結 果 集 合

@notresult=@tmpresult;

}else{

#一 時 集 合 と のAND演 算

.grep($mark{$_}++,@tmpresult);

@notresult=grep($markl$_},@notresult);

}
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}

}

#AND/NOT条 件 中 間 結 果 の 生 成

#AND検 索 条 件 とNOT検 索 条 件 が 共 に あ っ た 場 合

if($#andq>=0&&$#notq>=0){

local(%mark);

#AND検 索 条 件 の 結 果 集 合 とNOT検 索 条 件 の 結 果 集 合 とのAND演 算

grep($mark{$」++,@andresult);

@anresult=grep($mark{$_},@notresult);

}

#AND検 索 条 件 だ け が あ っ た 場 合

if($#andq>ニ0&&$#notq(0){

@anresult=@andresult;

}

#NOT検 索 条 件 だ け が あ っ た 場 合

if($#andq<て)&&$#notq)=0){

@anreSUIt=@nOtreSUIt;

}

#OR検 索 条 件 が あ っ た 場 合

if($#orq)=0){

#AND検 索 条 件 かNOT検 索 条 件 が 指 定 さ れ て い た場 合

if($#andq>=OII$#notq>=0){

for($i=0;$i<=$#orq;$i++){

#一 時 集 合 の 生 成

@tmpresult=grep(/$orql$i]/i,@db_all);

local(%mark);

grep($mark{$_}++,@tmpresult);

#AND/OR条 件 中 間 結 果 と のAND演 算

@orresult・=grep($mark{$_},@anresult);

if($i==0){

#最 初 は そ の ま ま 最 終 結 果 へ 代 入

@theresult=@orresult;

}else{

#最 終 結 果 と のOR演 算

@theresult=&merge(@orresult);
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}

}

}else{

#AND検 索 条 件 かNOT検 索 条 件 が 指 定 さ れ て い な か っ た 場 合(単 純OR検 索)

for($iニ0;$i<=$#orq;$i++){

#一 時 集 合 の 生 成

@tmpresult=grep(/$orq【$i】/i,@db_all);

if($#theresult〈0){

#最 終 結 果 が 空 な ら ば そ の ま ま 最 終 結 果 へ 代 入

@theresult=@tmpresult;

lelse{

#最 終 結 果 と のOR演 算

@theresult=&merge(@tmpresult);

}

}

}

}else{

#AND/OR検 索 条 件 しか 指 定 さ れ て い な か っ た 場 合

if($#anresult>=0){

@theresult=@anresult;

}

}

#検 索 結 果 の 集 積

$th=$#theresult;

if(substr($theresult{$th],0,2)ll''"){

push(@total,$theresulti$thD;}

}#endofrep_rtn

#一 一

#OR演 算

submerge{

local(@tmpresult)=@ _;

local(%mark1,%mark2,@resultl,@reslut2,@result3);

grep($mark1{$」++,@tmpresult);

@result1=grep($mark1{$」,@theresult);

@result2=grep(!$mark1{$ _},@theresult);

grep($mark2{$_}++,@theresult);

@result3=grep(!$mark2{$ _1,@tmpresult);

@theresult="";
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}

@theresult=@result1;

push(@theresult,@result2);

push(@theresult,@result3);

@theresult;

#====ニ=================

#検 索 条 件 式 の 出 力

subprint _query{

local($i,$baseq);

for($i=0;$i〈=$#andq;$i++){

if($i!=0){

$baseq.="AND";

}

$baseq.=$andql$il;

}

for($i=:O;$i〈=$#notq;$i++){

if(length($baseq)>0){

$baseq.="AND";

}

$baseq.ニ"NOT$notq【$i】";

}

if($#orq>=0){

for($i=0;$i〈=$#orq;$i++){

if(length($lastq)>0){

$lastq.="OR";

}

if(length($baseq))0){

$lastq.="($baseq";

$lastq.="AND$orq【$i|)";

}else{

$lastq.=$orql$i];

}

}

}else{

$lastq=$baseq;

}

print"〈hr)";

print"$lastq¥n";
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print"〈hr>";

$all=$totalin;

$hit=$#total+1;

print"Totalrecord$all...

printtp《hr>";

}

#

#ロ グ の 出 力

subwritelog{

open(LOG,

Hitrecord$hit¥n";

(debug)

〉)$log")lldieopenlog$lo9$!¥n";

#($sec,$min,$hour,$mday,$mon,$year,$wday,$yday,$isdst)=

lOCaltime(time);

$mon++;

#printfLOG%s/%s/%s%s:%s$year,$mon,$mday,$hour,$min;

printLOG$RHOST〈$#theresult)

foreach$i(@querylog){printLOG"1$i]"

printLOG"¥n";

close(LOG);

#

#header#結 果 出 力 ヘ ッ ダ

subprint _header{

#print&PrintHeader;

print"《HTML>¥n";

print"〈HEAD>〈TITLE>JapaneseDatabaseeList〈/TITLE>〈/HEAD>¥n";

print"〈BODY)¥n";

#

#ト レ イ ラ の 出 力

subprint_trailer{

print"〈/BODY>¥n";

print"〈/HTML>¥n";

#該 当 な し

subprint _noresult{

print"NoData";



#該 当 デ ー タ の 出 力

subprint _data{

#

for($i=0;$i〈=$#total;$i++){

($ddmy,$dbn,$dbnam,$cattg,$cnstt,$lang,$prod,$disx,$ddn)=

Split(/#/,$totall$iD;

##詳 細 画 面 出 力 用CGIの 指 定

print"〈AHREF=¥"/libwww-cgi/en-put.cgi?$dbn¥"〉 〈br>¥n";

#DB番 号

print$dbn;

print"¥n";

#DB名 称

print$dbnam;

print"¥n";

#プ ロ デ ュ ー サ 名

print$prod;

print"¥n";

#デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ 名

print$disx;

print"¥n";

}

}

#==========ニ===========#

#query-set

subquery_set{

#AND

for($i=0;$i〈=$#query;$i++){

#

if($queryl$i】=～/^1+|/){

substr($queryl$i】,0,1▲=''";

#andq->AND

push(@andq,$query【$il);

}elsif

#NOT

($queryl$i]=～/^一/){

substr($queryl$iLO,1)=''";

#notq-)NOT

push(@notq,$queryl$i】);
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#OR

}else{

#orq->OR

push(@orq,$query【$il);

}

}

}

#====ニ====endofprogニ==ニ=ニ ニニ=ニ==ニ

**********
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ファイル ・パス等の設定

検索キーワー ドの取 り込み

検索キーワー ドの加工 ・論理式の処理

司

検索/表 示ファイルの読み込み

No

全 レコー ド

一 検索及び結果の集合処理

Yesl
検索結果一致の件数 カウン ト 一

▼

検索結果の表示 検索キーワー ド、該当件数

1

検索一致データの表示 番号、名称、企業名等一
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(2)表 示プログラム

**********

#/perl

#詳 細 画 面 出 力 用CGI

#inputfile

#デ ー タ ベ ー ス ・パ ス の 設 定

$db="machd:jip-add:en-all.txt";

#parameter

#DB番 号 の 取 り 込 み

$argnox=$ENV{"QUERY_STRING"};

$argno=substr($argnox,0,4);

#HTMLheader

print"Content-type:text/html¥n";

print"¥n";

print"〈HEAD>〈TITLE>JalaneseDAatabaseDetail〈/TITLE>〈/HEAD)¥n";

print"〈BODY>¥n";

#フ ァ イ ル の 読 み 込 み

open(DB,"$db")lidie;

while(〈DB>){

#item-set

($dummy,$dbno,$dbname,$subject,$cont.s,$lang,$prod,$dist)r

split(/#/,$ _);

#DB番 号 の 比 較

lastif($dbno==$argno);

}

close(DB);

#詳 細 デ ー タ の 編 集 ・出 力

print"<B>DBno.:〈/B>$dbno¥n";

print"〈P>¥n";

print"〈B>Title:〈/B>$dbname¥n";

print"〈P>¥n";
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P「int"・B・C・nt・rt・ ・/B・
.¥・";

print"〈P>¥n";

P,i。t・$,。nt、¥。 ・;;

print"〈P)¥n";

print"〈B>Language:〈/B>$lahg";

print"〈P>¥n";

print"〈B>Subject:〈/B>$subject";

print"〈P>¥n";

print"〈B)Producer:〈/B)$prod¥n";

print"〈P)¥n";

#print"<BLOCKQUOTE>";

print"〈B)Distributor:〈/B)$dist¥n";

print"〈P>¥n";

#print"〈/BLOCKQUOTE>¥n";

print"〈/BODY>"

#end-of-prog

**********
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検索/表 示 ファイルのオ ープン

ユ ーザが クリックしたデータ番号の検索

該当データの編集

c データ項 目タイ トルの追加
一

一 HTML形 式へ の編集

詳細画面処理データの受け渡 し

図4.3検 索結果表示 処理の概要
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4.2.3画 面の構 成

以下 に検 索 キーワー ド入力画面、検索結果画面、詳細画面を示す。

(1)検 索 キーワー ド入力 画面
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〈HEAD>

〈TITLE>DATABASESEARCH</TITLE>

〈/HEAD>〈BODY>

〈CENTER×H1>JapaneseDatabasesRetrieval〈/H1>《/CENTER>〈P>

〈HR>

〈FORMMETHOD="POST"ACTION="/libwww-cgi/en-srh.cgi"〉

(CGIの パ ス 指 定)

Enterkeywords〈P>

〈INPUTTYPE="text"SIZE=60MAXSIZE=60NAME="query"〉 《P)

(ク エ リ ・エ リ ア 等 の 定 義)

〈INPUTTYPE="submit"VALUE="go")

〈INPUTTYPE="reset"VALUE="re-enter"〉 〈/FORM)

〈P>

〈HR>

〈UL>

〈LI>〈AHREF="daityou.html">DirectoryofJapaneseDatabses〈/A>

〈LI>〈AHREF="kensaku.html")Howtousethisengine〈/A)

〈LI>〈AHREF="item.html">Exampleofdata</A>

〈/UL>

〈HR>

〈ADDRESS>www-admin@jip.co.jp〈/ADDRESS)</BODY>



(2)検 索結果 画面
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〈HEAD>

〈TITLE>JapaneseDatabaseeList

《/TITLE>

〈/HEAD>

〈BODY>

〈HR>Query=jip

〈HR>Totalrecord1048...Hitrecord15

〈HR>

〈AHREF="http://mac1.dpc.or.jp/libwww-cgi/en-put.cgi?0095"〉

〈BR)0095

<BR>APLiN

<BR>

SUPER,Co.,Ltd

〈BR>JapanInformationProcessingServiceCo.,Ltd.(JIP)

〈BR>

〈/A>

〈P>

〈AHREFhttp://mac1.dpc.or.jp/libwww-cgi/en-put.cgi?0101"〉

〈BR)0101

〈BR>ARIS

<BR>OdajimaInc.

《BR>JapanInformationProcessingServiceCo.,Ltd.

(JIP)¥OdajimaInc.

〈BR>

〈/A>

〈P)

〈AHREFhttp://mac1.dpc.or.jp/libwww-cgi/en-put.cgi?0131"〉

〈BR>0131

<BR>BankofJapanStatisticData

〈BR>BankofJapan

〈BR>JapanInformation

processingServiceCo.,Ltd.(JIP)

〈BR>

〈/A)

〈P)
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〈AHREF="http://mac1.dpc.or.jp/libwww℃gi/en・put.cgi?0146"〉

〈BR>0146

〈BR>BondInformation

〈BR>Japan ,InformationProcessingServiceCo.,Ltd.

(IIP)

《BR>JapanInformationProcessingServiceCo.,Ltd.(JIP)

〈BR>

〈/A>

<P>

●

・(途 中 省 略)

〈AHREF="http://mac1.dpc.or.jp/libwww-cgi/en-put.cgi?0920"〉

〈BR>0920

〈BR>Securities-lnformation

〈BR>JapanInformationProcessingService

Co.,Ltd.(JIP);TheStockNews

〈BR>JapanInformationProcessingService

Co.,Ltd.(JIP)

〈BR>

</A>

〈P>

《/BODY>
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(3)詳 細 画面
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〈HEAD>

〈TITLE>JalaneseDAatabaseDetail

《/TITLE>

〈/HEAD>

〈BODY>

〈B>DBno.:

〈/B>0095

〈P>

〈B>Title:

〈/B)APLiN

〈P>

〈B>Content:

〈/B>

〈P>

Thisdatabasecontainsabundantinformationnecessaryforobtaining

approvalsorpermissionsofmedicalproducts.Noticesthathaveledto

revisionsandnoticesnolongereffectivearealsoavailable.Cross

referencesaremadeamongnotices.Thedataisreviewedbythe

ExaminationDivision,PharmaceuticalandSupplyBureauoftheMinistry

ofHealthandWelfare.Datacanbedownloadedfreely.

〈P>

〈B>Language:

〈/B>Japanese

〈P>

〈B)Subject:

〈/B)medicine

〈P>

〈B>Producer:

〈/B>SUPER,Co.,Ltd.

〈P>

〈B)Distributor:

〈/B>JapanInformationProcessingServiceCo.,Ltd.(JIP)

〈P>

〈/BODY>
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4.2.4Webサ ー バ の 構 築

(1)MacHTTPの 準 備(バ ー ジ ョンMacHTTPWWWserverv2.0.3)

① 市 販 の イ ン タ ー ネ ッ トに 関連 す る雑 誌 のCD-ROM、 ま た は イ ン ター ネ ッ トか

らソ ース を入 手 す る。

② 添付 され て い るマ ニ ュ ア ル に従 っ て イ ンス トー ル を行 う。

③CGI作 動 に必 要 な フ ァ イ ル を決 め られ た シ ス テ ム フ ォ ル ダの 機 能 拡 張 ヘ コ ピー

す る。

(2)MacPerlの 準 備(バ ー ジ ョ ンPerl5.0.7rlm)

① イ ン タ ー ネ ッ トか ら ソ ー ス を 入 手 す る 。

② 添 付 さ れ て い る マ ニ ュ ア ル に従 っ て イ ン ス トー ル を 行 う 。

(3)MacHTTPCGIscriptの 入 手

① 市 販 の イ ン タ ー ネ ッ トに 関 連 す る雑 誌 のCD-ROM、 ま た は イ ン タ ー ネ ッ トか

ら ソ ー ス を 入 手 す る 。

② ソ ー ス をMacPerlExtentionsフ ォ ル ダヘ コ ピ ー す る 。

(4)CGI作 成 準 備

①MacHTTPフ ォ ル ダ 内 にCGI用 の フ ォ ル ダ を作 成 す る 。

こ こ で はlibwww-cgiと し た 。

②Macperl内 にCGI作 成 用 の フ ォ ル ダ を作 成 す る 。

こ こ で はcgi-sourceと し た 。

(5)CGI作 成 と格 納

①MacperlでCGI用 プ ログ ラ ム を作 成 す る 。

② 完 成 した プ ログ ラム は所 定 の 属 性 を付 け 、MacHTTPのlibwww-cgiへ 格 納 す る 。

(6)実行

①処理 に従 ったホームペ ージ を作成する。

①MacHTTPを たちあげ る。

② ブ ラウザ で確 認す る。
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5.成 果 と課 題

5.1実 験 シス テ ム の評 価

(1)ワ ー クス テ ー シ ョン用CGI

①環境

・ハ ー ドウ エ ア SunSPARCStatiton5

CPUmicroSPARC-II(M/M32MB)

・デ ー タ量 検 索 フ ァイ ル 1,984KB4,576件

平 均 レ コー ド長430バ イ ト

表示 ファイル 2,371KB4,576件

平 均 レ コー ド長518バ イ ト

②評価

・今回の実験ではデータ量が少ないが、検索及び表示処理の応答速度は平均2～3

秒 であった。

・デー タ量 を5倍 に して も、 それほ どの応答速度の低下はみ られなか った。

・全体的には、データベースか らのデータの加工 ・編集 プログラムやCGI等 の使

用す るソ フ トウエ アが整備 されていれば、パソコン ・ユーザで も簡単 にWebサ

ーバで 自分 のデー タが提 供で きると考えられる。

(2)パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タ用CGI

① 環 境

・ハ ー ドウエ ア

・メモ リ使 用 量

MacintoshQuadra650(M/M32MB)

シ ス テ ム(漢 字Talk7.1)3,470KB

MacHTTP

MacPerl

検 索 用CGI

表 示 用CGI

1,150KB

2,048KB

128KB

128KB

・デ ー タ 量 検 索/表 示 フ ァ イ ル523KB1,048件

平 均 レコ ー ド長500バ イ ト
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② 評価

・1048件 の デ ー タで は 、検 索 処 理 は13秒 程 度 で応 答 が あ り、 ま た 表示 につ

い て は、 最 大7秒 程 度 で詳 細 デ ー タが 表示 され た 。

・デ ー タ量 を5倍(5240件)に して 実験 した と こ ろ、 検 索 に は40秒 か ら4

5秒 程 度 か か り、詳 細 デ ー タの表 示 に も最大30秒 程 度 か か っ た 。

・パ ソ コン を使 用 した こ とで
、CPUや デ ィス クの速 度 がWSに 比 して遅 い た め 、

デ ー タ量 が あ る程 度 の大 き さ3000件(1.5MB)位 が 適 当 な大 き さで あ

る と思 わ れ る。

・デ ー タベ ース か らの デ ー タ項 目抽 出 か ら、Webサ ー バ へ の デ ー+."タ・フ ァ イル

へ の 複 写 まで の 処 理 をル ー チ ン化 す る こ とに よ り、容 易 に情 報 が 提 供 で きる 。

・WSに 比 べ て、 処 理 が 簡 単 な こ とや コ ン ピュ ー タの あ る程 度 の 知 識 が あ れ ば 、

この パ ソ コ ンCGIは 十 分 に活 用 で きる と思 わ れ る 。

5.2成 果

(1)小規模 な デ ー タベ ース か ら、 簡 単 にWebサ ーバ 用 の デ ー タ を作 成 す る こ とが可 能 と

な った 。

(2)処理 ルーチ ンやデ ータの表現方法 を明確 にしたことで、個人や組織内でのインター

ネットやイン トラネ ットでのデータベース情報提供仕組みや理解が容易 となった。

(3)現在の表層的 な情報提供か ら、深 みのある大量のデータを提供できることで、情報の

共有化が容易 となった。

(4)WSの 低廉化 やPCで のUNIX利 用 が可 能 になってい るこ とか ら、今後 さらにWebサ ー

バ とCGIの 組 み合 わせ に よる情報提供 が容易 になるだけでな く、提供する情報量の

拡大や個人 レベルの情報 を容易 に発信することが可能 となり、埋蔵 していた新 しい情

報資源が活用で きる。
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5.3課 題

(1)ユーザ ・イ ンターフェイスの 向上

今 回の実験では、原データの内容は変更せずに直接その内容 を検索対象 としたが、

内容の表現や表記はデータ提供者に依存 していることか ら、記述 されている内容は正

規化 されてお らず、ユーザの検索結果への満足度は低 くなりがちである。

そのため、このシステムの追加機能として、データベースに蓄積 されているキーワ

ー ドの表示や、同義語 さらにはシソーラス等の追加によりユーザ ・インターフェイス

を拡充す る必要がある。

しか しなが ら、これ らの機能 を充実す るには、標準的なシソーラスの作成、 日本語

解析のための環境やソフ トウエアの進展が必要 となる。 とくに、英語処理の環境にお

いては、上記の機能はすでに整備 されていることか ら早急 な解決が望 まれる。

(2)プラッ トフ ォームの整備

今後 は組織 内LANの 整備 とともに、組織 や個人での小規模のデータベースの構築

作成は一層進展することが考えられるが、これらに蓄積 されたデータは将来組織内の

みな らず、広 く外部へ提供 されると予想 され、今回の実施 した調査研究の成果はこれ

らに十分 に対応で きると思われる。

しか しなが ら、コンピュータに習熟 していない人々がこの成果 を容易 に利用す るに

は、 もっと簡単にしか も経費がかか らない方策を検討する必要がある。このためには、

オペ レーテ ィングシステムやプログラミング言語をよりわか りやすい ものにすること

や、現在市販 されているソフ トウエア ・パ ッケージ等が さらに簡単 に利用で きる環境

の整備が望 まれる。

また、パ ソコン用perlの 日本語処理 を可 能 にす るこ とや、Windows版 での利用 がで

きる こと、 さ らには、普及 しているデータベース ・パ ッケージや表計算ソフ トウエア

を直接CGIで 操作 で きる ことも、Webサ ーバ を通 しての情報流 通 に大 きな効果が

あると思われる。
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